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防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問
　
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事

業
の
概
要
と
現
状
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
耐
震
診

断
や
耐
震
補
強
設
計
、
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
の
補
助
制
度

で
あ
る
。
熊
本
地
震
発
生
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
、
5
月

に
行
っ
た
住
宅
耐
震
相
談
会
で

は
、
耐
震
診
断
士
を
増
や
し
個

別
相
談
に
当
た
っ
た
。
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
所
有
者
に
、

耐
震
化
に
関
す
る
情
報
提
供
や

普
及
啓
発
を
一
層
進
め
て
い
く
。

問
　
災
害
時
の
物
流
の
官
民
連

携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
食
料
な

ど
の
物
資
は
、
市
保
有
車
両
の

ほ
か
、
一
般
社
団
法
人
神
奈
川

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
協
定

締
結
事
業
者
の
車
両
に
よ
り
搬

送
す
る
。
熊
本
地
震
で
は
、
各

地
か
ら
の
物
資
が
自
治
体
の
集

積
拠
点
に
到
着
し
て
い
た
が
、

各
避
難
所
へ
届
く
の
が
遅
れ
た

「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
」

が
あ
っ
た
。
集
積
拠
点
で
の
人

員
不
足
や
職
員
が
業
務
に
不
慣

れ
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因

と
考
え
ら
れ
、
業
務
を
習
熟
し

て
い
る
物
流
業
者
と
の
協
定
締

結
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
病
院
の
運
営

問
　
新
館
で
は
災
害
時
の
運
営

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
新
館
は
、

大
地
震
が
起
き
て
も
内
部
破
損

を
で
き
る
だ
け
防
ぎ
、
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
医
療
が
継
続
で

き
る
よ
う
な
免
震
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途

絶
え
た
場
合
は
、
自
家
発
電
装

置
や
受
水
槽
、
雑
用
水
槽
を
使

い
、
必
要
な
病
院
機
能
を
72
時

間
維
持
で
き
る
。
屋
上
に
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
が
あ

り
、
手
術
室
な
ど
ま
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
い
、
ス
ム
ー
ズ

に
搬
送
で
き
る
。
1
階
の
外
来

待
合
エ
リ
ア
な
ど
は
、
治
療
の

優
先
順
位
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー

ジ
を
想
定
し
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
て
い
る
。
救
急
外
来
の

待
合
の
椅
子
は
、
ベ
ッ
ド
に
転

用
が
可
能
で
あ
る
。

問
　
病
院
機
能
の
維
持
時
間
が

72
時
間
で
よ
い
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
災
害
発

生
後
３
日
間
の
維
持
を
基
準
に

整
備
し
て
お
り
、
今
の
標
準
と

考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
公
営
住

宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成　

職

員
の
法
令
の
遵
守
に
つ
い
て

大
型
事
業
の
進
捗
状
況
と
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
の
整
備
状
況
な
ど
を
問
う

出
村 

光 

議
員

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
型
事
業
の
進
捗
状
況

問　
新
庁
舎
建
設
に
お
け
る
最

新
の
工
事
進
捗
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
現
在
は
、
免
震
装

置
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
今
年

度
末
に
は
、
躯
体
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。
平
成
29
年

12
月
末
ま
で
に
、
全
体
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

問　
最
低
で
も
１
０
０
年
は
、

持
た
せ
る
べ
き
庁
舎
で
あ
る
が

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
多
額
の
税
金
を
使
用
し

て
い
る
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
や
す
い
庁
舎
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
っ
か
り
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
前
の

庁
舎
よ
り
も
持
た
せ
て
効
果
が

上
が
る
建
物
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
新
庁
舎
駐
車
場
の
建
築
概

要
と
料
金
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
駐
車
場
は
、
地
上

1
階
地
下
1
階
建
て
、
駐
車
台

数
の
合
計
は
、
２
０
０
台
で
あ

る
。
ま
た
、
出
庫
車
両
の
分
散

化
を
図
る
こ
と
な
ど
で
、
周
辺

交
通
へ
の
配
慮
を
し
て
い
る
。

駐
車
場
料
金
は
、
近
隣
な
ど
で

有
料
化
し
て
い
る
市
が
あ
る
。

本
市
は
、
今
年
度
に
方
向
性
を

決
め
、
そ
の
内
容
を
議
会
や
市

民
へ
提
供
す
る
。

問　
市
民
病
院
整
備
に
お
け
る

最
新
の
工
事
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
新
館
は
、

今
年
３
月
18
日
に
竣
工
し
、
５

月
６
日
か
ら
外
来
診
療
を
開
始

し
て
い
る
。
現
在
は
、
仮
設
救

急
棟
の
解
体
と
北
棟
の
改
修
工

事
に
着
手
し
て
い
る
。
北
棟
改

修
工
事
完
了
後
、
29
年
度
中
に

南
棟
の
解
体
に
着
手
し
、
30
年

度
に
外
構
整
備
を
行
い
、
全
体

が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
看
護
師
確
保
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
看
護
職

員
は
、
若
干
の
不
足
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
学
や
専
門
学

校
へ
の
訪
問
や
、
就
職
説
明
会

に
出
向
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方

策
を
実
施
し
て
い
る
。

業
へ
の
反
対
や
慎
重
な
意
見
が

あ
る
。
区
域
全
域
の
仮
換
地
指

定
に
対
す
る
審
査
請
求
を
し
て

い
る
方
に
は
、
個
別
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、丁
寧
な
説
明
や
、

協
議
を
行
い
、
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
事
業
計
画
で
は
、
総
事
業

費
２
２
０
億
円
の
約
38
％
に
当

た
る
83
億
７
７
３
７
万
円
が
公

金
で
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
組
合
か
ら
の

交
付
申
請
に
よ
り
、
県
と
市
が

審
査
を
行
い
、交
付
決
定
す
る
。

組
合
は
、
完
了
実
績
報
告
を
行

い
、
県
と
市
に
よ
る
完
了
検
査

を
実
施
し
、
公
金
が
支
出
さ
れ

る
。
国
費
は
、
会
計
検
査
院
に

よ
る
会
計
検
査
が
行
わ
れ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
天
沼
地

区
「
大
型
店
舗
」
開
業
の
影
響

海
岸
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
の
方

向
性
か
ら　

待
機
児
童
対
策　

学
童
保
育
施
設
の
公
的
施
設
へ

の
移
行　

旧
大
神
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
の
解
体
時
期　

駅
周
辺

の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

整
備
推
進
事
業

問
　
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
昨
年
8
月
に

組
合
が
設
立
さ
れ
、
事
業
地
内

の
全
地
権
者
が
組
合
員
と
な
り

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
現
在

は
、
よ
り
良
好
な
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
が
、
一
部
か
ら
は
、
事

地
震
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

内
堀 

祐
一 

議
員

湘南フォーラム
所 属 議 員

小泉 春雄 議員

山原 栄一 議員

声や点字の
議会だより

　目の不自由な方に市議会の
活動状況をお伝えするため、
議会だよりの内容を朗読した
「声の議会だより」を発行し
ています。また、点字版も発
行しています。

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

　議案3案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願1件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第51号　地方税法第314条
の7第1項第4号に掲げる寄附金を
受け入れる特定非営利活動法人等
を定める条例の一部を改正する条
例
　条例で定める特定非営利活動
法人に新たに2団体を指定するが、
経緯と市民への制度の周知方法に
ついて伺う。
　指定制度について、平成27年
11月に対象の団体へ通知を出した
ところ、今回の2団体から申請が
あった。市民へはホームページや
広報などを通して周知していく。
○議案第58号　平成28年度平塚市

一般会計補正予算
　戸籍住民基本台帳費の戸籍及
び住民基本台帳事業で、個人番号
カード交付臨時窓口に係る労働者
派遣委託の費用を計上している
が、交付状況と補正理由を伺う。
　カードは28年6月13日現在、1
万2,728枚、申請数の47.4％を交
付している。当初予算で4月から6
月までの費用を計上しており、ま
だ交付が続いているため、補正で
7月から11月までの分を計上した。
　美術館費の魅力ある美術展覧
会事業について、展覧会開催のた
めの助成金を活用するが、使途を
伺う。
　民間などが実施する助成金の
交付が決定し、展示内容の充実や
収集返却費用、ポスターの作成、
会場施工などに充てる。

　議案3案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第55号　平塚市消防団員等
公務災害補償条例の一部を改正す
る条例
　本市は、消防団員等公務災害
補償等共済基金に加入している
が、条例改正により、消防団員等
に不利益となることはないか。
　障害厚生年金等の支給におけ
る調整率を全て上げており、共済
基金も同様の改正を行っている。
不利益となることはない。
　この制度において、消防団員
等が退団した場合の補償はどう
なっているか。
　本条例で、消防団員等として
受傷し、認定を受けた場合は、退

団後も継続的に補償されることと
なっている。
○議案第58号　平成28年度平塚市
一般会計補正予算
　消防施設費の消防署出張所等
整備事業について、神田出張所が
今年10月に完成予定であるが、今
までと違う点は何か。
　化学消防車に直接注入可能な
薬剤タンクや断水などに備えた水
道管に直結の貯水槽を整備する。
また、ホースタワー兼訓練塔を設
置し、実践的な訓練ができる。
　神田出張所は本市北部に位置
するが、近隣市町との災害協定は
どうなっているか。
　神奈川県下消防相互応援協定
に基づき応援体制を築いている。
大神地区では、厚木市や伊勢原市、
寒川町などから出場がある。

教育民生 都市建設

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。




